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ＳＩＰの概要
＜戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の特徴＞
○総合科学技術・イノベーション会議が、我が国を取り巻く社会課題の解決
や、我が国の経済活性化・産業競争力の強化にとって、重要な研究課題を
設定するとともに、課題ごとに、プログラムディレクター（ＰＤ）及び
予算をトップダウンで決定。

○府省連携による分野横断的な取組を産学官連携で推進。

○基礎研究から実用化・事業化までを見据えて一気通貫で研究開発を推進。

＜経緯・予算＞
○平成26年度から平成30年度まで5年間で第1期を実施。11の研究課題につ
いて総額1,580億円（1～4年目：325億円、5年目：280億円）の予算を計
上。

○平成29年度補正予算で第2期を開始。12の研究課題についてこれまで総額
1,445億円（1年目：325億円、2～5年目：280億円）の予算を計上。
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次期SIPの検討の進め方

 課題設定方法
 PDが府省横断的な視点から、テーマの収集、検討の段階から関わるべきではないか。

 社会実装に向けたゴール設定
 SIPは社会実装を目指すものであるが、５年間の期間中に目指すゴールをどう設定すべきか。

 PD（プログラムディレクター）の機能
 PDが機動的に運営できる仕組みが確保されているか。利益相反などハードルがあるのではないか。

 PD、内閣府担当、管理法人の役割分担
 マネジメントが重畳的で非効率な面があるのではないか。管理法人のマネジメント機能が生かせているか。

 関係省庁との連携
 関係省庁の役割が明確になっているか。連携体制が形骸化していないか。

検討の進め方

主な論点

 次期SIP課題候補について、第6期科学技術・イノベーション基本計画に基づき、将来
像（Society 5.0）からバックキャストにより検討し、令和3年末に決定した。

 今後、各課題候補について、産学官の幅広い関係者から、研究開発テーマのアイディア
を募り(RFI)、令和4年度に、PD候補の下で、フィージビリティスタディを実施し、インパ
クトが大きいテーマに絞り込み、次期SIPの課題や実施体制を具体化する。

 また、課題候補の検討と併せて、これまでのSIPの評価や、PDからの指摘・要望などを踏
まえ、制度・運用面の見直しを実施中。
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• 次期SIPでは、我が国が目指す社会像「Society 5.0」の実現に向けて、従来の業界・分野の枠を越えて、革新技術の開発・普及や社会システムの改革が求められる
領域をターゲット領域として設定する。

• 一方、各領域について、関係省庁や産業界、アカデミアでの関連する取組が存在するところであり、次期SIPでは、網羅的に取り組むのではなく、別途規定する基本的な枠
組みを踏まえ、省庁・産学官連携のハブとなって、ボトルネックとなる基盤技術の開発、共通システムの構築、ルールの整備などに取り組む。

• 今後、各領域について、RFIを通じて、産学官の関係者から幅広く研究テーマを募ったうえで、研究テーマ全体を俯瞰できるPD候補のもとでFSを実施し、我が国の社会課
題の解決や産業競争力の強化にインパクトが大きい研究テーマに重点化する。

• また、各領域について独立して取り組むのではなく、Society 5.0の実現に向けて、一体的な推進体制の整備、領域間でのデータ連携、ウェルビーイングやカーボンニュー
トラルなど横断的な社会課題に係る共通指標の整備、社会システム構築に向けた総合知の活用などに取り組む。

健康寿命が延伸している社会

豊かな食が持続的に提供
されている社会

カーボンニュートラルを実現
した社会（2050年目標）

循環型の社会レジリエントで安全安心な社会

効率的なインフラマネジメント
が進んだ社会

個々に応じた教育、働く
機会のある社会

多様な社会参画が実現している社会
（包摂性を持った社会）

持
続
可
能
な
都
市
や
地
域

総
合
的
な
安
全
保
障
の
実
現

AI・データ・IoT

量子

スマート
モビリティ

プラットフォーム
の構築

バイオ マテリアル

AI・データの安全・安心な利活用のための
基盤技術・ルールの整備

先進的量子技術基盤の
社会課題への応用促進

一人ひとりの多様な幸せ（well-being）が実現できる社会
【科技イノベ基本計画第1章3.(1)②】

国民の安全と安心を確保する持続可能で強靭な社会
【科技イノベ基本計画第1章3.(1)①】

海洋
安全保障

プラットフォーム
の構築

データ
データ

領域間でのデータ連携
（スマートシティ等の構築）

ウェルビーイング、カーボンニュートラル
等共通指標の整備

社会システム構築に向けた
総合知の活用

Society 5.0の実現に向けた
一体的推進体制整備

領域をまたぐ
取組

Society 5.0の実現に向けた次期SIP課題候補（ターゲット領域）の設定
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令和３年度 令和４年度
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

現時点

▽次期SIPの制度設計の方向性を
SIP GBで検討、決定

▽次期SIPの課題候補についてSIP GBで検討

各府省庁、産業界、アカデミア等
からの意見聴取
将来像からのバックキャストにより
府省庁・産学官連携で取り組む
べき課題を検討 ▽PD候補のもとで関係府省庁、管理法人と

連携し、テーマ候補についてのFSを実施。
FS結果に基づき、テーマの絞り込み、課題
の成立性評価（事前評価）。

次期SIP課題ごとの予算額を決定▽
PD、担当府省庁、管理法人等の実施体制を決定▽

★キックオフGB ★概算要求 ★概算要求★政府原案決定 ★政府原案決定

FS結果を基づき▽
研究計画案作成

次期SIP開始▽

次期SIPの検討スケジュール

▽RFIを踏まえ、課
題候補ごとにPD
候補を公募、決定

▽SIP2期中間制度評価の反映、
制度・運用面の課題の整理

一体的
に検討

▽課題候補ごとに
テーマ候補のRFI
を実施

研究計画案
のパブコメ、
決定▽

▽次期SIPの課題候補（ターゲット領域）を選定・公表

次期SIPターゲット領域有識者検討会議
① ② ③ ④

RFI▽
結果の整理

▽次期SIPの制度設計の具体化（社会実装に向けた評価
指標（BRL等）、PD等の利益相反に係る第三者委員会、
内閣府・関係省庁・管理法人の推進体制等の検討）

FSの中
で検証

▽SIP運用
指針の改訂
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内閣府で
課題を検討

各省庁・
産業界等
からの提案

提案を基に
内閣府で
課題をセット

課題ごとにＰ
Ｄを募集

ＰＤは
決められた
課題を運営

ＧＢは
課題評価
を実施

内閣府食堂

内閣府食堂

味付けはよ
いが、素材
を変えたら
どうか。

どのように素材を
集め，調理したの
だろうか

セットメニューを決定仕入れ先から素材を調達食堂でメニューを検討 シェフを募集 セットメニューに味付け オーナーとユーザーが評価

内閣府で
課題を検討

将来像から
課題候補
（ターゲット
領域）を
設定

各課題候補
について

ＰＤ(候補)
を募集

ＰＤ(候補)
は幅広く収集
したテーマを
ＦＳで評価し
計画・体制を
具体化

具体化された
計画・体制に
基づき、

ＰＤが課題を
運営

ＧＢは
課題評価
を実施

市場調査でコンセプトを決定食堂でメニューを検討 幅広く素材を調達 コンセプトに合わせ調理 オーナーとユーザーが評価シェフを募集

コンセプトを踏まえ、シェフ（PD）に調理して欲しい素材を様々
な産地（大学、研究機関、企業、ベンチャー等）から幅広く募集

情報提供依頼
（RFI：Request for Information）

シェフ（PD）が自ら
足りない材料を調達

次期SIPの課題設定方法の見直し（イメージ）
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社会課題の解決に向けた機動的、総合的なアプローチ

6

Start

Goal

PDのもとで、将来像の実現に向けて、
PDCAを回しながら、機動的、総合的に
研究テーマを設定、見直し

あらかじめ決められたゴールの実現に
向けて技術開発をマネジメント

例：移動に伴うCO2
排出を○○%削減例：材料の○○%の

軽量化

Ｂ省テーマ
（技術b）

Ａ省テーマ
（技術ａ）

Ｃ省テーマ
（制度Ｃ）

Ｄ省テーマ
（システムｄ）

（基本的なケースを想定したイメージ）

社会課題の解決に向けて、従来よりも、技術開発や事業環境の変化が速まる中で、
機動的かつ総合的なアプローチが必要となっている。

単一の省庁による
リニアな開発モデル

ミッション志向による省庁連携での
アジャイルな開発モデル



社会実装に向けたSIP終了時のビジネス面も含む達成目標の検討

1. 科学的な基本原理・現象の発見
2. 原理・現象の定式化応用的な研究
3. 技術コンセプトの確認（POC）
4. 研究室レベルでのテスト
5. 想定使用環境でのテスト
6. 実証・デモンストレーション（システム）
7. トップユーザーテスト（システム）
8. パイロットライン
9. 大量生産

TRL（技術成熟度レベル）の定義

基
礎

応
用

実
装

TRL（技術成熟度レベル）

BRL（ビジネス成熟度レベル）

1 2 3 4 5 6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

7 8 9

最終的なアウトカム目標
（SIP終了後概ね5年後）

民間企業による事業化

産学官連携による基礎研究の
成果を社会実装につなぐため
の研究開発

アカデミア
での基礎研究

BRL（ビジネス成熟度レベル）の定義

1. 初期コンセプト
2. 課題解決手法
3. チーム・計画の形成
4. 顧客の定義
5. 仮説検証
6. 実用最小限の製品
7. フィードバックループ
8. スケール
9. 市場への浸透

基
礎

応
用

実
装

基本的なケースを想定したモデル

制度整備、公共調達、ファンド、国際標準化
等の施策

大学等の施策

SIP終了時の達成目標 事業形成計画
に反映

基礎研究の
成果を反映

例：○年内に○○町で実験車
両を用いた有償の住民向け無人
自動運転サービスを開始。

例：○年目途に全国○箇所で市販車両
を用いた無人自動運転サービスを事業化。

例：研究所構内で自動運転車
両の走行実験を実施し、サービス
モデルを提案。

出典 The Business Readiness Levels,
Richie Ramsden, Mohaimin Chowdhury, 2019.

出典 The Technology Readiness Levels, NASA, 2012.

※技術、事業の特性等に応じてTRL、BRLの解釈や設定レベルの検討が必要。
BRLは設定後、経済・社会情勢の変化等に伴いレベルが変化する可能性有。新たな試み
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